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(1) 短母音2＋  破裂音  → 短母音＋促音＋  破裂音 
         破擦音                      破擦音 




                                                        
1 促音とは、現代日本語の表記で「っ」、「ッ」の仮名が当てられる音節である。後続する音に応じて実現
され、語頭に立つことはない。それ自体が独自のモーラを形成する (亀井他 1996: 858-859)。日本語にお
ける促音は無声子音であり、擬声語や擬態語を除いて、原則的に撥音、長母音、二重母音の後では現れな
い(小林 2005: 6-7)。 


























もないところに X が挿入されることを意味している。 
 
  (1)  φ→ Q / V ___ [－sonorant]                                   
(小林 2005: 5) 
  (2)    σ            σ     σ       σ       σ        σ       σ 
／｜＼     ／｜＼   ｜     ／｜＼    ／＼     ／｜＼   ／＼ 
C  V  C → C  V  C  C  → C  V  C  C  V → C  V  C  C   V 
    ｜  ｜ ｜    ｜ ｜ ｜／      ｜ ｜ ｜／    ｜   ｜ ｜  ｜ ｜   ｜ 
 n   e   t     n  e t         n  e  t       o    n   e   t t    o    
(小林 2005: 5) 
 
そして、促音化規則を次のように設定している。なお、V は母音、ShortV は短母音、¥3は
形態素境界、#は語境界、[ ]は英語の発音、< >は英語のつづりを示している。 
 
  (3)  閉鎖・破擦音 
   ① φ→ Q / ShortV ___ [－continuant] ¥ (e.g. shop ショップ、big ビッグ etc.) 
      ただし、 [－continuant]が[b]の場合は促音化せず(e.g. web ウェブ etc.)、拘束形態素が
後続しても促音化 (e.g. shopping ショッピング etc.) 
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   ②  φ→ Q / ShortV ___ [－continuant] [s] #  (e.g. box ボックス、 sex セックス etc.)       
ただし、[ks]+拘束形態素の場合は促音化せず (e.g. boxing ボクシング etc.  
 
                                     +consonantal 
   ③  φ→ Q / ShortV ___ [－continuant]  +sonorant      ¥4 
 
       a. I. [－continuant] = [p, k, g]+ [l]の場合は促音化 (e.g. apple アップル etc.) 
           II.[－continuant] = [t, b, d]+ [l]の場合は促音化せず (e.g. bottle ボトル etc.) 
               III.[－continuant] + [n]は促音化 (e.g. cotton コットン) 
       b.    [－continuant] + [ɚ]は促音化せず (e.g. butter バター、trigger トリガーetc) 
       c.    [－continuant] + <y> ([i]) # は促音化せず (e.g. copy コピーetc.) 
 
   ④  φ→ Q / ShortV ___ [t] V  (e.g. fritter フリッター、battery バッテリーetc.) 
       ただし、[t]のつづりが<tt>の 1 形態素の語に限る 
 
 ⑤  φ→ Q / ShortV ___ [k] V  (e.g. soccer サッカー、hockey ホッケーetc.) 
     ただし、[k]のつづりが<cc> <ck> <cq> <cch>の 1 形態素の語に限る                               
                        (小林 2005: 8-18 を要約し、一部改変) 
  (4)  摩擦音 
  ⑥  φ→ Q / ShortV ___ [s] [+sonorant]1
2
 (C) #5 (e.g. lesson レッスン etc. ) 
      ただし、[s]のつづりが<ss> <st>、[+sonorant]が V(+[l, n, ŋ])、C が阻害音の語に    
限る 
 
 ⑦ φ→ Q / ShortV ___ [ʃ]  (e.g. wash ウォッシュ etc.) 
     ただし、[ʃ]のつづりが<ss> <sh>の語に限る 
 ⑧ φ→ Q / ShortV ___ [f] [+sonorant]0
2
 #  (e.g. staff スタッフ、waffle ワッフル etc.) 
   ただし、[f]のつづりが<ff>の語に限る    
(小林 2005: 18-25 を要約し、一部改変) 
 小林 (2005: 24-25)は、促音化は発音や音声表記のみならず、つづりという視覚的な要素
も促音挿入の要因であるとしている。また、現在では促音は少なくなる傾向にあり、今後
促音が消えていく可能性があると指摘している。
                                                        
4 小林 (2005)は[ɚ]と<y>([i])を[+consonantal]かつ[+sonorant]としているが、両音素ともに 
[－consonantal]であるため、これは誤りである。また、小林 (2005)は規則③a, b に関して、[pəl], [tən]など
の曖昧母音を含むものも対象としているが、この場合に促音化することは少ないことや、規則自体が子音
連続を対象としていることを踏まえ、本研究では対象外とした。 
5 feature の右肩の 2 つの数字は、1
2




















 第 4 章の調査で明らかとなった促音化に関する制約および本研究で提案する促音化規則
修正案は以下のとおりである。 
 
  I. 借用語全体にかかる制約 
   A. 形態素に関する制約 
     1. 1 つの形態素内に促音化の可能性が複数あっても、促音は 1 つしか起こらない 
       (e.g. tappet →タペット *タッペット) 
     2. 複数の自由形態素に分析できる場合は、規則をそれぞれに適用させる 
       (e.g. backpack →back バック＋pack パック→ バックパック) 
   B. 語構造に関する制約 (順序あり) 
    1. 必ず語末子音の促音化が優先される(促音化の可能性が複数ある場合) 
       (e.g. tappet →タペット *タッペト) 
    2. 語中の促音は、直前の短母音に強勢がある8二重字でなければならない 
    (e.g. happy [hǽpi] →ハッピー, canopy [kǽnəpi] →キャノピー *キャノッピー) 
 
 II. 閉鎖・破擦音の促音化規則修正案 
 ①  φ → Q / ShortV___ [－continuant] ¥  
     ただし、 <-ate>[-ət]と、[l], [r]以外の音に後続する<-age>[-ɪʤ]の語、および拘束 
     形態素が付くことにより[－continuant]が摩擦音へ変化する語は除く
                                                        
6 例えば、「"短母音＋[b] ¥" は促音化せず」なら、【＊ブ】で検索し、「○ブ」となっている適用例と「○
○ッブ」となっている例外を探すという方法である。 







 - 85 -
 ②  φ → Q / ShortV___ [ks] ¥ 
 
                                   －continuant 
 ③, ④, ⑤ φ → Q / ShortV ___     －voiced      [+ sonorant] 
     ただし、[－continuant]のつづりが二重字の語に限る 
 
 III. 摩擦音の促音化規則修正案 
 ⑥  φ → Q / ShortV ___ [s]+ [+sonorant]1
3
 (C) # 
     ただし、[s]のつづりが<ss> <st> <sc>の語に限る 
     語末に子音連続を持つ基本形＋拘束形態素 ⇒非促音化 
      語中に促音を持つ基本形＋拘束形態素 ⇒促音化 
 
 ⑦  φ → Q / ShortV ___ [ʃ]  
     ただし、[ʃ]のつづりが<ss> <sh>の場合に限り、語中では ShortV に強勢がある 
     場合に限る 
 ⑧  φ → Q / ShortV ___ [f] [+sonorant]0
2
 #  





カタカナ語辞典』(第 3 版)を用いて、第 4 章で抽出した語が借用された時代を調べ、時代
表記に応じて以下のように年号を分類表中の各語に記載した。 
 <江>=江戸時代: 1600-1867  <明>=明治時代: 1868-1912  <大>=大正時代: 1912-1926 
















                      －continuant 
  a. Q →φ/ ShortV ___  + voiced       
                                             non-Coronal   ¥  (e.g. knob ノッブ>ノブ etc.) 
                                          
                                                －continuant 
                       －voiced                     + consonantal 
  b. Q →φ/ ShortV ___    －strident                + sonorant     ¥ 
                                           Coronal       
    ただし、[－continuant]のつづりが<tt>の語に限る (e.g. battle バットル>バトル etc.) 
 
                        －continuant 
                        + voiced           + consonantal 
  c. Q →φ/ ShortV ___   －strident           + sonorant     ¥          
   non-Labial       + lateral       
    ただし、[－continuant]のつづりが二重字の語に限る  (e.g. saddle サッドル>サドル etc.) 
 
一方、a.～c と似た環境でありながら変化が起こらなかったのは以下の場合である。 
 ・短母音+ 無声閉鎖音 ¥  (e.g. hop ホップ> *ホプ etc.) 
 ・短母音+ [d] ¥  (e.g. bed ベッド> *ベド etc. ) 
 ・短母音+ [pl], [kl] ¥  (e.g. apple アップル> *アプル、buckle バックル> *バクル) 






  a. 1934 年から 1945 年前後にかけて 
  b. 1926 年から 1945 年前後にかけて 






  ① "短母音+ Q+ [d, g]<CC>+ [l] ¥"から促音が消え始める (c) 
  ② ①の影響により、"短母音+ Q+ [t]<CC>+ [l, n] ¥"から促音が消え始める (b) 
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      図 1: 核と周辺構造 (Ito&Mester 1995b: 824 を一部改変)































unassimilated foreign vocabulary = 非同化外来語
foreign vocabulary = 外来語
established loans = Sino-Japanese = 漢語




    
SyllStruc =音節構造の保持
NoVoiGem =有声音の非促音化 
No[p] = [p]の単独不出現 
PostNasVoi = 鼻音後の有声化  
 
 
     図 2: 日本語の核と周辺構造                   図 3: 日本語の語 










は促音が消えるのではなく、発話のレベルで子音が無声化される(e.g. bed ベッド> [ベット])
ことなどによってこの制約の網をすり抜け、促音を保ったとも考えられる。このことは、
[g]を含む音節が 2 つ以上続く語が、語末に近い[g]を無声化した上で促音化されたり(e.g. 
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